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【背景】ocular vestibular evoked myogenic potentials、oVEMP（前庭誘発外眼筋電位）は、
外眼筋の筋電図で、前庭機能の検査として有用とされているが、まだ広く普及していない。
oVEMP は短い潜時を持つ２相性の波形から成る。cervical evoked myogenic potential、
cVEMP（前庭誘発頚筋電位）は、前庭動眼反射、特に球形嚢機能を反映する検査として広く
普及している。oVEMPの起源は、卵形嚢機能を反映するとされているが、いまだ明らかでな
い部分もある。また、卵形嚢機能を反映する検査として subjective visual vertical、SVV（自
覚的視性垂直位）が近年行われている。今回われわれは、一側性内耳疾患の患者に oVEMP
を施行し、結果を cVEMPなど他の神経耳科的検査や臨床経過と比較検討した。
【対象と方法】前庭神経炎 22例、突発性難聴 65例、メニエール病 22例を対象とした。oVEMP、
cVEMP、SVV、温度刺激検査、聴力検査、めまい、聴力予後について比較検討した。
【結果】oVEMP異常の割合は前庭神経炎で高く、突発性難聴、メニエール病が続いた。前庭
神経炎の温度刺激検査完全半規管麻痺症例では、部分半規管麻痺症例と比べ有意に oVEMP
異常症例が多かった。突発性難聴では、めまいを伴う群と伴わない群では oVEMP の有意差
はなかった。突発性難聴では初診時の聴力検査結果と oVEMP異常に関連はなかったが、1か
月後の聴力予後が悪い症例で oVEMP 異常の割合が高かった。いずれの内耳疾患でも、
cVEMP、SVVの異常と oVEMPの異常に関連はみられなかった。 
【考察】前庭神経炎では、部分半規管麻痺症例よりも完全半規管麻痺症例で異常 oVEMP が
検出される割合が高く、oVEMPは上前庭神経由来の検査と考えられた。突発性難聴では、聴
力予後が悪い症例で oVEMP異常が有意に多かった。oVEMPは突発性難聴の予後を予測する
可能性が考えられた。 
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